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組
合
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
つ
つ
が

な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

当
組
合
業
務
運
営
に
対
し
ま
し
て
多
大

な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
及
び
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ

ス
問
題
に
よ
る
世
界
情
勢
の
不
安
定
化

に
加
え
、
円
安
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
や
様
々
な
物
価
高
騰
を
招
き
、
木

材
製
材
品
の
需
要
動
向
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
低

迷
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
一
年
で
し
た
。 

と
こ
ろ
で
令
和
６
年
の
年
明
け
は
、

石
川
県
の
能
登
地
域
を
襲
っ
た
大
地
震

で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
無
残
に
も
多
く

の
木
造
住
宅
が
倒
壊
し
た
様
子
が
テ
レ

ビ
に
映
し
出
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
を

経
験
し
た
者
と
し
て
、
何
と
も
い
た
た

ま
れ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。 

今
回
の
大
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
生
活
が
一
日
で
も
早
く
元
に
戻

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

な
お
今
回
倒
壊
し
た
木
造
住
宅
の
多

く
は
、
旧
建
築
基
準
法
の
時
代
に
建
て

ら
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

古
い
木
造
住
宅
の
耐
震
化
改
修
に
関

し
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
国
や

地
方
自
治
体
な
ど
に
よ
っ
て
、
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
を
行
う
助
成
制
度
が
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
耐
震
化
を
図
る
に
も
の
個

人
の
費
用
負
担
は
大
き
く
、
特
に
高
齢

者
世
帯
と
な
れ
ば
、
多
額
の
お
金
は
か

け
ら
れ
な
い
、
と
い
う
現
実
か
ら
耐
震

改
修
は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

私
的
財
産
へ
の
公
費
投
入
と
い
う
難

し
い
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
何
ら
か
の

事
前
対
策
が
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

な
の
か
、
忸
怩
た
る
思
い
が
募
っ
た
正

月
で
し
た
。 

新
年
早
々
重
い
話
か
ら
始
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
木
材
製
材
業
界
も
新

設
住
宅
着
工
戸
数
の
低
迷
が
長
く
続
く

中
、
改
善
の
糸
口
が
見
つ
か
ら
な
い
重

い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
と
は
言
え
、
資
源
が
少
な
い
日
本
の

中
で
唯
一
、
森
林
資
源
は
豊
富
で
す
。 

最
近
、
Ⅽ
Ⅼ
Ｔ
を
は
じ
め
と
し
た
新

た
な
技
術
や
開
発
の
下
で
、
今
ま
で
木

造
化
が
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
中
高

層
建
築
や
非
住
宅
建
築
の
分
野
に
も
木

材
が
進
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

今
後
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
間
違

い
な
く
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
で
す
が
、
従
来
の
固
定
観
念
に

縛
ら
れ
ず
、
新
た
な
流
れ
を
作
り
出
す

く
ら
い
の
気
持
ち
を
持
ち
た
い
も
の
で

す
。 た

だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
多
業
種
の

方
々
の
協
力
や
連
携
が
必
要
と
な
り
、

今
以
上
に
製
品
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
行
政
機
関
等
と

の
連
携
の
下
、
森
林
・
林
業
・
木
材
製
造

業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
し
て
行
く
と

い
っ
た
抱
負
を
述
べ
て
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新

年

の

ご

挨

拶 
 

 

 

 

宮
城
県
水
産
林
政
部 

林
業
振
興
課
長 

菅
原 

俊
明 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
宮
城
県
木

材
協
同
組
合
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
県

の
森
林
、
林
業
、
木
材
産
業
行
政
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
、
日
頃
か
ら
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
５
月
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置

付
け
が
５
類
感
染
症
と
な
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
行
事
が
再
開
さ
れ
る
な
ど
、
３
年
余
り
に

わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
停
滞
し
て
い
た
県

民
生
活
や
社
会
・
経
済
活
動
が
再
び
動
き
始
め

ま
し
た
。
ま
た
、
記
録
的
な
暑
さ
の
中
で
開
催
さ

れ
た
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
で
は
仙

台
育
英
学
園
高
等
学
校
が
２
年
連
続
決
勝
進
出

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
秋
に
は
台
湾
の
大

手
半
導
体
企
業
が
新
た
に
国
内
法
人
を
設
立

し
、
県
内
に
進
出
す
る
こ
と
が
決
定
す
る
な
ど
、

明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
社
会
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、

本
格
的
な
人
口
減
少
局
面
を
迎
え
る
中
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
環
境
の
変
化
を
前

提
と
し
た
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 森

林
・
林
業
分
野
に
お
い
て
は
、
森
林
は
、
木

材
生
産
の
み
な
ら
ず
、
水
源
の
か
ん
養
や
地
球

温
暖
化
防
止
等
の
公
益
的
機
能
を
有
す
る
こ
と

か
ら
、
健
全
で
持
続
性
の
高
い
森
林
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
、
県
民
の
安
全
・
安
心
に
繋
が
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
格
的
な
利
用
期
を

迎
え
た
森
林
資
源
を
基
盤
と
し
て
、
林
業
・
木
材

産
業
が
活
力
あ
ふ
れ
る
循
環
型
産
業
へ
と
成

長
・
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の

観
点
か
ら
も
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
、「
新
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
中
間
見
直
し
か
ら
２
年
目
を
迎
え

ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
林
業
関
係
団
体
な
ど

多
様
な
主
体
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
森
林
経

営
管
理
制
度
や
ス
マ
ー
ト
林
業
の
推
進
、
県
産

材
利
用
の
推
進
な
ど
、
見
直
し
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
き
各
種
施
策
を
展
開
し
、
本
県
の
林
業
・

木
材
産
業
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
物
価
高

騰
に
対
し
て
は
、
各
種
取
組
を
迅
速
に
進
め
る

ほ
か
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
若
い

世
代
が
安
心
し
て
就
労
で
き
、
働
き
が
い
が
持

て
る
就
業
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
貴
組
合
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
宮
城
県
木
材
協
同
組
合
の
益
々
の

御
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
事
業
御
繁
栄
を
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。 

 『
第
二
十
五
回
み
や
ぎ
木
造
住
宅 

コ
ン
ク
ー
ル
結
果
』 

県
内
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
品
を
厳

正
な
る
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
表
彰
式
は
３
月
９
日

に
ホ
テ
ル
白
萩
に
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

な
お
、
入
賞
作
品
は
木
造
住
宅
コ
ン
ク
ー
ル

写
真
集
と
し
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
施
主
市
町
・
施
工
者
・
設
計
者 

最
優
秀
賞 

宮
城
県
知
事
賞 

 

塩
竈
市
・
き
っ
か
わ
大
工
店
・
由
利
設
計
工
房 

優
秀
賞 

宮
城
県
木
材
同
友
会
会
長
賞 

 

塩
竈
市
・
タ
カ
ハ
シ
木
材style(

株)

・
同 

優
秀
賞 

宮
城
県
木
材
同
友
会
会
長
賞 

 

仙
台
市
泉
区
・(

株)

サ
ス
テ
ィ
ナ
ラ
イ
フ
森

の
家
・
ア
ト
リ
エ
森
の
舎 

優
良
賞 

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
会
長
賞 

 

仙
台
市
泉
区
・(

株)

気
仙
沼
工
務
店
・
同 
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優
良
賞 

宮
城
県
建
設
職
組
合
連
合
会
会
長
賞 

 
黒
川
郡
大
郷
町
・(

株)

創
建
築
・
同 

優
良
賞 

 

仙
台
市
泉
区
・
共
栄
ハ
ウ
ジ
ン
グ(

株)

・
同 

入 

賞 

 

仙
台
市
青
葉
区
・(

株)

平
野
・
同 

 

仙
台
市
太
白
区
・(
株)

平
野
・(

有)

鈴
木
建
築

事
務
所 

 

栗
原
市
・(

株)

サ
ス
テ
ィ
ナ
ラ
イ
フ
森
の
家
・

ス
タ
ジ
オ
シ
ン
ク
ロ
ー
ル(
株) 

 

仙
台
市
泉
区
・(

株)

創
建
築
・
同 

 

柴
田
郡
柴
田
町
・(

株)

サ
カ
モ
ト
・
同 

 

仙
台
市
太
白
区
・(

有)

荒
木
建
業
・(

有)
サ
サ

キ
設
計 

 
 

 

 
 

   

賞 秀 優 最 

    

  
 

                         

石
巻
管
内
で
の
木
材
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組

合
板
用
県
産
材
の
供
給
等 

当
管
内
の
合
板
３
工
場
で
は
、
約
20
年
前
か

ら
県
産
材
利
用
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
の
間
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日

本
大
震
災
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、
様
々
な

状
況
変
化
の
中
に
あ
っ
て
も
、
関
係
者
に
よ
る

需
給
調
整
の
努
力
に
よ
り
、
現
在
は
年
間
総
需

要
量
（
約
百
万
m3
）
の
大
半
が
当
県
産
材
を
始

め
と
す
る
国
産
材
が
占
め
る
状
況
で
す
。
こ
う

し
た
調
整
機
能
は
、
流
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
石

巻
支
部
主
催
会
議
（
構
成
：
森
林
管
理
署
、
合
板

会
社
・
素
材
生
産
関
係
団
体
な
ど
）
が
果
た
し

た
役
割
も
大
き
く
、
関
係
者
が
結
束
し
た
成
果

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
後
も
住
宅
着
工
数
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
持
続
可
能
な
木
材
産

業
の
発
展
に
向
け
、
品
質
向
上
や
流
通
の
合
理

化
な
ど
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

 
 再

造
林
推
進
協
定
に
よ
る
植
樹 

木
材
の
循
環
利
用
の
推
進
に
向
け
、
再
造
林

の
促
進
を
目
的
に
、
株
式
会
社
山
大
（
苗
木
の

提
供
）
、
石
巻
地
区
森
林
組
合
（
植
栽
地
の
調
整
）

と
当
所
（
取
組
の
Ｐ
Ｒ
・
普
及
）
と
の
三
者
協

定
（
令
和
2
年
6
月
締
結
）
に
基
づ
き
、
民
有

林
の
再
造
林
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
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第
五
十
七
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会 

（
十
月
十
九
日
） 

全
国
木
材
組
合
連
合
会
及
び
全
国
木
材
協
同
組
連

合
会
会
長
感
謝
状 

宮
城
県
木
材
協
同
組
合 

千
葉 

 

基 

様 

全
国
木
材
組
合
連
合
会
会
長
賞 

 
 

宮
城
県
木
材
協
同
組
合 

小
泉 

幸
彌 

様 

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞 

 
(

株)

仙
台
木
材
市
場 

竹
澤 

誠
一 

様 
 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

和
5
年
12
月
に
は
雄
勝
地
区
で
住
宅
関
連
業

界
の
皆
さ
ん
も
交
え
、
川
上
～
川
下
が
連
携
し

植
樹
式
を
開
催
し
、
良
好
な
森
林
環
境
を
次
世

代
へ
と
引
き
継
ぐ
先
進
的
な
取
組
を
継
続
し
て

い
ま
す 

（
４
年
間
の
実
績
：
苗
木
提
供
数
約
4
千
本
、

面
積
約
3

ha
） 

 

多
様
な
木
工
芸
の
展
開 

一
次
・
二
次
産
業
が
盛
ん
な
当
管
内
で
は
、

個
性
的
な
木
工
業
者
も
数
多
く
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
例
を
紹
介
す
る
と
、
仙
台
箪
笥
な
ど

精
巧
な
木
工
技
術
（
み
う
ら
家
具
（
株
）
）
、
全

国
的
に
も
希
少
な
組
子
細
工
（
佐
藤
建
具
工
芸
）、

震
災
復
興
に
よ
る
魚
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
等
（
株
）
女
川
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）
、
社

寺
彫
刻
か
ら
各
種
室
内
装
飾
加
工
・
各
種
調
度

品
ま
で
（
丸
勝
モ
ル
ダ
ー
特
殊
加
工
）
、
ト
リ
コ

ロ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
ユ
ニ
ー
ク
な
創
作
玩
具(

石

巻
こ
け
し)

、
新
進
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
家
具
調

度
（
（
株
）
石
巻
工
房
）
、
等
々
各
社
の
確
か
な

木
工
技
術
と
品
揃
え
で
、
多
様
な
顧
客
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

以
上
、
当
管
内
の
「
様
々
な
県
産
材
の
振
興
に

対
応
す
べ
く
、
当
所
で
は
引
き
続
き
、
管
内
関
係

者
と
の
連
携
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
右
か
ら
） 

合
板
素
材
品
質
向
上
研
修
会
、 

再
造
林
促
進
協
定
に
よ
る
植
樹
式
、 

多
様
な
木
工
芸
（
女
川
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
） 

        
 

                

           

※
朗
報 

木
材
伐
出
業
の
労
災
保
険
料
が
引
き
下
げ 

千
分
の
六
十 

➡
 

千
分
の
五
十
二 

 

労
災
保
険
率
は
概
ね
三
年
ご
と
に
、
公
労
使

三
者
か
ら
構
成
す
る
審
議
会
で
改
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

林
業
は
平
成
二
十
二
年
以
来
、
労
災
保
険
率

が
長
年
改
善
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

回
十
数
年
ぶ
り
に
改
善
さ
れ
ま
す
。
今
後
さ
ら

に
改
善
さ
れ
る
よ
う
、
労
働
事
故
の
撲
滅
に
向

け
各
社
ご
尽
力
願
い
ま
す
。 

 

な
お
、
労
働
者
が
常
時
二
十
人
以
上
で
労
災

事
故
が
少
な
い
事
業
所
は
、「
労
災
保
険
の
メ
リ

ッ
ト
制
」
も
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
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